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本検証は、ＪＳＲ株式会社が作成した「ＪＳＲグループ ＣＳＲレポート２０１９（Ｗｅｂ片品」（以後、報告書と略す）を対象とし

　

て、下記の事項についてレスポンシブル・ケア検証センターが化学業界の専門家の意見を表明することを目的とし

　

ています。

　

１）パフオーマンス指標（数値）の算出・集計方法の合理性及び数値の正確性について

　

２）数値以外の記載情≧報の正確性について

　

３）レスポンシブル・ケア活動（以後、ＲＣ活動と略す）内容及びＣＳＲ活動内容について

　

４）報告書の特徴について

■検証の手順
・本社において、各サイト（事業所、工場）から報告される数値の集計方法の合理性、及び数値以外の記載情報の

　

正確性について調査を行いました。 調査は、報告書の内容について各業務責任者及び報告書作成責任者に質問

　

すること、並びに各業務責任者及び報告書作成責任者より資料の提示・説明を受けることにより行いました。
・鹿島工場において、本社に報告する数値の算出方法の合理性、数値の正確性、及び記載情報の正確性の調査を

　

行いました。鹿島工場の調査は、各業務責任者及び報告書作成責任者に質問すること、資料の提示・説明を受ける

　

こと、証拠騨勿件と照合すること並びに現場を確認することにより行いました。
・数値及び記載′膚報の調査についてはサンプリング手法を適用しました。

■意見
１）パフォーマンス指標（数値）の算出・集計方法の合理性及び数値の正確性について

・本社及び鹿島工場では自動集計システム（エクセル）を使用しダブルチェックなども実施。国内グループ企業では

　

データの集計・転記ミスを無くすため、データ入力フォームを統一するなど、数値の正確性確保に工夫しています。
・環境↑青報管理システムの導入による集計作業の効率化をグループ企業含めて計画中であり、さらに本年１０月以降

　

人材開発部のほとんどの申請書についても電子化する予定とのこと、これらの取組みの成果を期待します。
２）記載ｒ青報の正確性について
・報告書に記載された↑青報は、正確であることを確認しました。原案段階では表現の適切性あるいは文章の分り易さ

　

に関し若干の指摘をしましたが、現報告書では修正されており現在修正すべき重要な事項は認められません。
３）ＲＣ活動及びＣＳＲ活動の内容について
・新経営体制発足の下、代表取糸納受社長兼ＣＯＯメッセージの中で経営方針を具現化するためＣＳＲ分野の重要課題

　

を設定し、ＪＳＲグループの中期ＣＳＲ計画の課題ごとにＳＤＧＳとの関連を記載していることを評価します。
・毎年社長をトップとする本社環境安全監査を実施し、工場部門が抱える課題の共有と議論を行うスタイルに変更

　

したり、またトップと従業員との対話会を設けたり、「想いの共有」により従業員の環境・安全活動の活性化を図って

　

いることを評価します。
・更に、毎年担当役員と担当部門長が各事業所を巡回するＣＳＲ＆ＲＣキャラバンを実施し、ＣＳＲの推進やＲＣ活動の

　

成果・課題等を従業員と共有し直接意見交換していることを評価します。
・鹿島工場では地域特有の海風による配管の外部腐食・漏洩を防止するための対策プロジェクトを精力的に推進し

　

成果が出つつあり、また災害の再発防止のため解析を進め、根本原因を特定して対応していることを評価します。

４）報告書の特徴
・ステークホルダーとの対話の項で「ＪＳＲ グループのマテリアリティとＳＤＧＳ」のテーマで、２０２０ 年度から始まる次期

　

中期経営計画策定に向けて、マテリアリティの特定の進め方や妥当性について有識者の方々と意見交換している

　

ことを公表・掲載していることを評価します。
以上




